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イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト

開
発
思
想
と

　
　

宗
教
的
共
同
性
の

邂
逅

今

井

信

治

　

本
発
表
は
、

近
年
拡

大
し
て

い

る

宗
教
の

イ
ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

利
用
に

つ

い

て、

CMC

空
間
と

は

宗
教
情

報
を

配
信
す
る
道
具
で

あ
る

の

か
、

そ

れ

と

も

宗
教
実
践
を
行
う

環
境
で

あ
る
の

か

と

い

う

問
題

意
識
に

立

ち
、

イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

開
発
思
想
と

当
時
の

文
化

的
思
潮
に

焦

点
を

当
て

た

も

の

で

あ
る

。

特
に
、

カ

リ
フ

ォ

ル

ニ

ア

州
で

開
発
さ

れ、

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト

の

前
身
と
さ

れ

る

ARPA

ネ
ッ

ト
の

開
発
・

設
計
思
想
を

概
括
し

、

同
時
代
的
・

同
一

地
理

的
に

共
有
さ

れ
た

「

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

ン

・

イ

デ

オ

ロ

ギ
ー

」

と

呼
ば
れ

る

概
念
を
フ

ッ

ク

に

し
な
が

ら
、

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ

ト

が

独
自
の

共

同
性
を

構
築
し

て

い

っ

た

様
相
を

論
じ

た
。

　
ARPA

ネ
ッ

ト

の

設
計
者
で

あ
る

J
・

C
・

R
・

リ

ッ

ク

ラ

イ
ダ
ー

と
R
・

テ
イ

ラ
ー
は
、

共
に

ア

メ

リ
カ

南
部
出
身
・

牧
師
の

息
子
・

音
響

心
理

学
を
専
攻
し
、

M
・

マ

ク

ル

ー
ハ

ン

の

思
想
か

ら

影
響
を

受
け
て

い

た
こ

と

が

知
ら

れ
て

い

る
。

彼
ら

の

抱
い

て

い

た
設

計
思
想
は
、

ARP

A
ネ
ッ

ト

が

始
動
す

る
一

年
前
の
一

九
六
八

年
に

共

同
執
筆
さ

れ
た

「

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン
・

デ
バ

イ
ス

と

し
て

の

コ

ン

ピ
ュ

ー

タ
」

に

見
る
こ

と

が

出
来
る

。

こ

の

論
文
で

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

が

デ
ー
タ
な
ど

を
共
有

す
る
シ

ス

テ

ム

と

言
う
よ

り
も、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー
シ

ョ

ン

を

助
長
し
、

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

を
形

成
す
る

た
め

に

用
い

ら

れ
る

旨
が

書
か

れ、

「

地

域
性

で

は

な

く
、

共
通
の

関
心
に

某
つ
く
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

を
創
る

」

こ

と

が

強

調
さ

れ
た

。

今
口
に

も
通
用
す
る
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

と

し

て

の

ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク
、

情

報
格
差
問
題、

電
子
民
主
主
義
な

ど

と

い

う
ト

ピ

ッ

ク

が

ち

り

ば

め

ら
れ
た

論
文
で

あ
る

。

　

そ
う
し
た

コ

ン

ピ
ュ

ー

タ
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
一

般
に

膾
炙
す
る

の

は

一

九
七
〇
年

代
後
半
以
降
の

こ

と

で

あ

る

が、

六

〇
年
代
か

ら

七

〇
年
代

に

掛
け、

同
じ
く
ア

メ

リ

カ

西
海
岸
地
域
に

お

い

て

「

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

ン
・

イ
デ
オ

ロ

ギ

ー
」

と

言
う
べ

き

思
潮
が

共
有
さ

れ

て

い

た

と

バ

ー

ブ

ル

ッ

ク

と
キ

ャ

メ

ロ

ン

は

提
起
し

た
。

彼
ら

は
、

対
抗
文
化
が

隆
盛
し

た

こ

の

時
期
の

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー
を、

先
端
情
報
技
術
と

自
由
主

義
的
個
人
主

義
を

結
び
付
け

た

「

ハ

イ

ブ

リ
ッ

ド

な

宗
教
」

と

解
釈
し

て

い

る
。

こ

の

時
期

、

多
く
の

ヒ

ッ

ピ

ー
ら

が

自
然
へ

の

回
帰
を

掲
げ
た

こ

と

が

知
ら

れ

て

い

る

が、

そ

の

ヒ

ッ

ピ

ー

文
化
の

バ

イ

ブ
ル

と

さ

れ

た

き
ミ
僑

爵
試
譜

9
ミ
髭
を

刊
行
し、

現
在
も

活

躍
し

て

い

る

ス

チ
ュ

ワ

ー

ト
・

ブ

ラ

ン

ド
は

、

禅
や
LSD

、

神
秘
主

義
と

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー
を

融
合
さ

せ

る

活
動

を

展
開
し
て

い

た
。

彼
は

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア
ン
・

イ

デ
オ

ロ

ギ
ー

を

体
現

し
て

い

る
人

物
と

言
え

、

前
掲
書
は

今
日

に

お

け

る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト
・

コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ

の

役
割
を

果
た
し

た

と

語
っ

て

い

る
。

こ

う
し

た

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

信
仰
の

中、

］

九
七

八

年
に

最
初
期
の

BBS

が

開
発
さ

れ

た
。

そ
の

最
初
の

テ

ー
マ

は

「

旧
来
の

宗

教
に

取
っ

て

代
わ

る

新
し

い

宗
教
」

で

あ
り、

冒

頭
句
は

「

私
た

ち
は

神
の

よ

う

な
も

の

だ
」

だ
っ

た

と

い

う
。

こ

こ

に

お

い

て
、

宗
教
と
い

う

「

共
通
の

関
心
に

基
づ

く
コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ

」

が

創
始
さ
れ
た
と

言
え
よ

う
。

た

だ

し
、

そ

れ

は

時
と

し

て

大
衆

文
化
と

気
軽
に

結
び
付
き

な

が
ら
展

開
す
る

緩
や

か

な

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

で

あ
る

。

　
宗
教
研
究
に

お

い

て

取
り

沙
汰
さ

れ

る

ニ

ュ

ー

エ

イ

ジ

運

動
あ
る

い
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は

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア
リ
テ

ィ

と

呼
ば
れ
る

領
域
で

は
、

そ

の
．
60

津

《
o
β

撃

ω

Φ

罵、．

や
．．

切
叫

畠

8
昌

畧
霞
o ．．

と
い

っ

た

精
神
が

着
目
さ

れ

る

こ

と

が

多

い
。

し
か

し
、

各
種
テ

ク
ノ

ロ

ジ

ー
と

の

融
合
を

標
榜

す
る

集
団
も

ま

た、

連
綿
と

存
在
し
て

い

る

こ

と
が

指
摘
出
来
る
だ
ろ

う
。

今
日、

リ
ッ

ク
ラ

イ
ダ
ー

ら

が
イ
ン

タ

ー
ネ
ッ

ト
に

求
め
た

「

共

通
の

関
心
に

基
づ

く

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ
」

の

構
築
は

実
現
し
て

い

る
。

そ
の

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

の

凝

集
性
は

伝
統
宗
教
の

そ

れ
に

較
べ

る
べ

く
も
な

い

か

も
知
れ

な
い

が
、

宗

教
の

周
縁
に

位
置
す
る

人
々

を

緩
慢
に

取
り
込
む
だ
け
の

イ

ン

フ

ラ

を

備

え
て

い

る

と

言
え
よ
う

。

そ
れ
が
宗

教
実
践
を
行
う

環
境
と

な

る

か

は

未

知

数
で

あ
る

が
、

現

実
地
理
的
な
空

閲
と

CMC

空

間
と

の

境
界
が

融
解

し
つ

つ

あ
る

現
在、

注
目
す
べ

き
対

象
と

言
い

得
る
だ

ろ

う
。

宗
教
の

社
会
貢
献
の

領
域
と

形
態

稲

場

圭

　
信

　
宗
教
の

社
会
貢
献
に

は

長
い

歴
史
が

あ
る

。

日

本
に

お

い

て

は
、

古
代

に

は、

皇
族

、

地
方
官
吏、

豪

族
な
ど

に

よ
る

弱
者
へ

の

救
済
活
動
が

あ

っ

た
が、

仏
教
を
基

盤
と

し
た

救
済
活
動
も
存

在
し
た

。

身
寄
り
の

な
い

貧
窮
の

病
人
や

孤
老
を

収
容
す
る

救
護
施
設
と
し
て

聖
徳
太
子
や

光

明
皇

后
が

設
け
た

悲
田
院
や

施
薬
院
が

仏
教
の

慈
悲
を
も
と

に

し

た

慈
善
事
業

と

し
て

知
ら

れ
て

い

る
。

奈
良
時
代
の

行
基
の

公

共

事
業

も

有
名
で

あ

る
。

中
世
で

は
、

永
観
を
は

じ
め

と

す
る
平
安

末
期
の

浄
土
教
の

聖
た
ち

の

社
会
奉
仕
活
動
が

あ
っ

た
。

近
代
に

お

け
る

慈
善
事
業
は

、

感
化

救
済

事
業
を

経
て

近
代
社
会
事
業
へ

と

発
展
し

た

（

一

八

八

〇
年、

YMCA

日

本
で

設
立

、

一

八
八

七

年
、

キ
リ
ス

ト

者
石
井

十
次
が

岡
山
孤

児
院
を

設
立、

一

八

九
七
年
片
山

潜
が

東
京
に

キ

ン

グ
ス

レ

i
館
を
設
立
し
セ

ツ

ル

メ

ン

ト

運
動、

一

九
二

〇
年、

賀
川
豊

彦
が
生

活
協

同
組
合
を
設
立）

。

　
こ

の

よ

う
に

、

宗
教
は

確
か

に

社
会
に

貢

献
し

て

い

る
。

そ

の

内
容

は、

災
害
時
救
援
活
動、

発
展
途
上

国
支
援
活
動、

平

和
運
動、

環
境
へ

の

取
り

組
み

、

地
域
で

の

奉
仕
活
動、

医
療
・

福
祉
活
動、

教
育
・

文
化

振
興
な
ど

非
常
に

多
岐
に

わ

た

る
。

し

か

し、

宗
教
の

社
会
貢
献
は
、

直

接

的
に

目
に

見
え

る
社

会
的
実

用
性
の

み

か

ら

問
わ

れ
る

も
の

で

は

な

い
。

人

間
と

し
て

生

き

方
、

社
会
の

あ
り

方
を

根

本
か

ら

問
い

直
し
た

り、

思
い

や

り

の

精
神
を

滋
養
し

た

り
す
る

こ

と

も
宗
教
の

社
会
的
役
割

で

あ
り、

社
会
貢
献
で

は
な
い

か
。

　
そ

こ

で
、

私
は

、

「

宗

教
の

社
会
貢

献
」

を

「

宗

教

者、

宗

教
団

体、

あ
る
い

は

宗
教
と

関
連
す
る

文

化
や

思
想
な

ど

が
、

社
会
の

様
々

な

領
域

に

お

け

る

問
題
の

解
決
に

寄
与
し

た

り、

人
々

の

生
活
の

質
の

維
持

・

向

上
に

寄

与
し

た

り
す
る
こ

と
」

と

ゆ

る

や
か

に

定
義
し

て

い

る
。

　
宗
教
の

社
会
貢
献
の

領
域
に

関
し

て

は
、

こ

の
一

〇
年
ほ

ど
の

研
究、

さ
ら

に

は、

日

本
経
団
連
に

よ
る

企

業
の

社
会
貢
献
活
動
の

領
域
な
ど
も

参
照

し

な
が

ら、

以

下
の

八
つ

、

す
な

わ
ち

、

 
緊
急

災

害
時

救
援
活

動、

 
発
展
途
上

国
支
援
活
動、

 
人

権
・

多
文

化
共
生
・

平

和
運
動
・

宗
教

間
対

話、

 
環
境
へ

の

取
り

組
み、

 
地
域
で

の

奉
仕
活
動、

 
医

療
・

福
祉
活
動、

 
教
育
・

文

化
振
興
・

人
材
育
成、

 
宗
教
的
儀
礼
・

行
為
・

救

済、

に

分
類
し

て

い

る

（

稲
場
圭

信
・

櫻
井
義
秀
編
著
『

社
会

貢
献

す
る

宗
教
』

世
界
思

想

社、

二

〇

〇
九）
。

さ

ら

に、

 
社
会
教
育

活
動、

 
社
会

奉
仕
活
動

、

 
社
会
事
業
活
動
（
猪
瀬

優
理、

稲
場
・

櫻

（16231531
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